
はじめに 

 M＆A ｾﾝﾀｰの国際会議（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）に参加しま

したのでﾚﾎﾟｰﾄします。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、みなさま、ご存

知ですか？ 
 
シンガポール 
東南ｱｼﾞｱに位置し、国土の面積は 700 ㎢、人口

は約 500 万人です。年齢構成は、若い世代が非常

に多く元気な国です。東京 23 区と比較すると面

積はほぼ同じで、東京 23 区の人口は約 900 万人

と 23 区の半分強です。 
一人当たり GDP 比較は、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙが約

78,000USD と日本の約 2 倍と高いです。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰ

ﾙは、現在も高層ﾋﾞﾙの建築ﾗｯｼｭで活気があり今後

も発展していきそうですが、物価面は日本の約 2
～3 倍と割高感がありました。経済面では世界各

国が、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙに進出してきていますが、日本は

世界に比べて進出が出遅れているようです。 
 

日本にいて日本は分からない 
田村耕太郎氏の講演では、日本企業のｱｼﾞｱ進出

が遅れているのでこれを推進していました。田村

氏は、元参議院議員で第一次安倍政権に携わり、

現在は国立ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大学の講師をされながら、日

本企業のｱｼﾞｱ進出をｻﾎﾟｰﾄされています。 
 
 

 
今後の日本 
ｱｼﾞｱの発展は目覚ましいのもがあり、日本企業

もｱｼﾞｱ市場を無視できません。ｱｼﾞｱ進出の方法は、

新規に海外進出する方法、M&A による方法など

があります。M&A によるﾒﾘｯﾄは、進出時間の短

縮、ﾗｲｾﾝｽ取得が不要、人材をそのまま引き継ぐこ

とが可能などです。一方、ﾃﾞﾒﾘｯﾄとしては、良い

相手を探せるか、労働問題の隠ぺいが無いか、な

どがあります。 
 

日本国内では 
現在の日本は人口の高齢化と共に、日本企業の

オーナーも高齢化が進んでいます。少しずつ事業

承継を考え、新しい世代へ移行していく準備が必

要でしょう。 
また、今後は人口の減少により市場が縮小して

いくため、競争が激しくなっていきます。対応の

ひとつとして M&A があり、先ほどのﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘ

ｯﾄを認識して検討のひとつとして下さい。 
 

最後に 
世界も含め日本国内でも、今後は何事でも大き

く変化していくでしょう。これに対応して順応し

ていく必要があります。現状維持や過去と同様と

いう考えはやめて、新しい方向で発想し、行動し

ていくべきだと感じました。 
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